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　　　　　　次の文章Ａ・Ｂを読み，下の問い（問 １～ ６）に答えよ。（配点　12）

Ａ　 ７世紀後半に成立した①ウマイヤ朝では，同じイスラーム教徒であってもアラブ人にのみ
様々な特権が認められた。このため，ウマイヤ朝は支配下の非アラブ人などの不満を招き，次
のアッバース朝に取って代わられた。②アッバース朝は第 ５代カリフのハールーン＝アッラシ
ードの時代に最盛期を迎えたが，その後は次第に弱体化し，946年にはイラン系軍事政権の
③ブワイフ朝の侵入を受けた。

問 １　下線部①に関連して，ウマイヤ朝の最大版図を表した地図として最も適当なものを，次の
①～④のうちから一つ選べ。 31

①	 	 ②
	 	 	

③	 	 ④
	 	 	

第 ５問
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問 ２　下線部②に関連して，当時のアッバース朝の都を描いた図あ・いと，それについて述べた
文ａ・ｂとの組合せとして正しいものを，下の①～④のうちから一つ選べ。 32

あ	 	 い
	 	 	

ａ　ティグリス川流域に築かれた都市で，陸路・水路の要衝として国際商業の中心となった。
ｂ　かつてアラム人が内陸交易の拠点とした都市で，現存する最古のモスクがある。

①　あ─ａ　　②　あ─ｂ　　③　い─ａ　　④　い─ｂ

問 ３　下線部③に関連して，11世紀にブワイフ朝を滅ぼした王朝について述べた文として正しい
ものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 33

①　この王朝はアナトリア（小アジア）に進出し，ビザンツ帝国領を圧迫した。
②　カリフはこの王朝の君主に大アミールの称号を与えて軍事・行政権を委ねた。
③　モンゴル軍の侵入を撃退し，メッカ・メディナの両聖都を保護下に置いた。
④　この王朝はキリスト教徒の国土回復運動（レコンキスタ）により滅びた。
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Ｂ　あるクラスの世界史の授業で，中世～近世ヨーロッパの人の移動について班別学習を行った。

問 ４　北野さんの班では，中世ヨーロッパにおけるノルマン人の移動に関心を持ち，下の地図を
見ながら議論した。メンバーの発言の正誤について述べた文として適当なものを，下の①～
④のうちから一つ選べ。 34

北野：�西ヨーロッパ方面に進出してノルマンディー公国を建国したノルマン人は，イングラ
ンドにも進出している。このことがのちに，百年戦争のきっかけの １つとなったんだ
よね。

野田：�ノルマン人の中には，イタリア半島まで移動した人々もいるね。彼らはイスラーム勢
力が支配していたシチリア島も占領して，両シチリア王国を建国したんだ。

田中：�東方に進出したノルマン人勢力もいるよ。彼らはキエフ公国や，さらに南下してノヴ
ゴロド国を建国したけれど，それらがロシアの起源となったんだ。

①　北野さんが誤っている。　　②　野田さんが誤っている。
③　田中さんが誤っている。　　④　全員正しい。

ノルマン人の進路
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問 ５　南さんの班では，次の地図を見ながら，15世紀後半～16世紀前半にかけてのヨーロッパ諸
国の海外進出についてカードに記入した。その記述として誤っているものを，下の①～④の
うちから一つ選べ。 35

①	 	 ②

コロンブスはスペインの港から出航し，
大西洋を横断した。

アメリゴ＝ヴェスプッチは，パナマ地
峡を横断した。

③	 	 ④

バルトロメウ＝ディアスは，喜望峰に
到達した。

トルデシリャス条約に基づき，ブラジ
ルはポルトガル領と定められた。

カボットの航路 コロンブスの航路
バルトロメウ＝ディアスの航路
アメリゴ＝ヴェスプッチの航路
トルデシリャス条約の境界線
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問 ６　西村さんの班では，ポルトガルの海外進出に関連して，16世紀初頭に建造された次の写真
の修道院について調べた。調べた内容をまとめた下の文章中の空欄 ア ・ イ に入れる
地名と人名の組合せとして正しいものを，下の①～④のうちから一つ選べ。 36

　この修道院は，対外貿易港として繁栄したポルトガルの都 ア に位置する。1497年
７ 月に ア の港を出航した航海者の イ は，翌年 ５月にインドのカリカットに到達
し，99年 ９ 月，多くの香辛料を携えて ア に帰港した。当時のポルトガル国王マヌエ
ル １世によって建てられたこの修道院の内部には， イ の棺が安置されている。

①　ア─バルセロナ　　イ─ヴァスコ＝ダ＝ガマ
②　ア─バルセロナ　　イ─マゼラン
③　ア─リスボン　　　イ─ヴァスコ＝ダ＝ガマ
④　ア─リスボン　　　イ─マゼラン


